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.Abstract.

 全国で一番物価水準が低く、少子高齢化や人口減少の問題を抱える宮崎県の経済を発展さ

せるためには人口が鍵になると考え、宮崎県にある9つの市を対象に、人口、学校数、年収、流

入数、病院数の5項目で比較し、優れている順に点数をつけ、総合的にどの市が移住に適してい

るかを研究した。その結果、総合では宮崎市が一位、都城市が二位、延岡市が三位となった。し

かし、病院数では日向市、年収では西都市が上位にきていることがわかった。また、人口数と流

入数が等しくなっていることもわかった。この結果は、年収などはあまり人口には関係なく、総合的

な順位が低くても人口と密接に関係している流入数が多くなれば順位は上がるということを示して

いる。 
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１．序論 

（１）研究背景 

  近年全国的に少子高齢化という社会問題が取り上

げられている。それに伴い地方では人口減少も進ん

でいる。SDGｓの第八項目の「働きがいも経済成長も 

」にある、「包摂的かつ持続可能な経済成長、及びす

べての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのあ

る人間らしい雇用」を実現するためにはこれらの、問

題を解決しなければならないと考え、研究に臨んだ。 

（２）研究の動機 

  少子高齢化や人口減少という問題は今後の宮崎

の発展においても無視できない問題と考えた。そこで

私たちは人口に着目し宮崎に移住する人が増えるこ

とで、これらの問題解決ができると考えるため本研究

を行う。 

（３）過去の研究成果 

 地域特性と移住支援施策からみた地方移住の要因

に関する研究（髙村 友美、岡松 道雄ら著）より、少

子高齢化の進行した地域かつ、医療・福祉の支援が

受けやすい地域、第一次産業や公務といった第三次

産業以外の産業が盛んな地域ほど移住率が高いこと

が明らかとなっている。また、観光上の立地上の利点

についても移住率に大きな影響を与えているとされて

いる。 

（４）研究仮説

 宮崎県内での人口や公共交通機関の量などの面で

比較したときに、宮崎市、都城市、延岡市の3市が秀

でているため、その3市が上位3位に入るのではない

か 

と考えた。 だが項目別で見たときは他の６市も上位３

市に負けない魅力があると考える。  

２．調査方法 

（１）材料 

  宮崎県にある９市のそれぞれの、人口、学校数、

年収、流入数、病院数の値を人口で割ったもの。 

（２）調査方法 

 材料をもとに、それぞれ比較し、グラフにまとめる。 

比較する際に、項目によって数値の大きさが異なるた

め、人口・年収以外のすべての項目は、人口で割っ

て数値化してから、優れている順に点数をつけ、総合

的にどの市が移住するにあたってもっとも適している

のかを考える。 

※この５項目にした理由として、先行研究の”ふくがお

ーかくらし”では、福岡県内の各市町村の移住に有力

であるさまざまな魅力が項目として挙げられているが、

そのような項目の中には、すべての市に共通しないも

のも含まれるので、比較がしにくくなってしまうと考え

た。そこで、全ての市に共通するこの５項目で調べて

比較し、グラフにすることにした。 
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３．本論 

（１）結果 

 結果は仮説で立てていた通り、宮崎市が総合1位、

都城市が2位、延岡市が3位と、やはり想像通りになっ

たが、病院の数では日向市、年収では西都市が上位

に来ていることなど、下剋上している市もある。 

（２）考察 

  人口の順位と流入数の順位は等しくなっていること

がわかる。これより総合的な順位が下位であったとし

ても人口と密接に関係している流入数を増やすことが

できればおのずからか人口が増えそれに伴いその他

の施設も充実していくため総合的な順位も上位に上

がると考える。 

４．結論 

 今後の宮崎県の人口を増やしていくためには各市

の少子高齢化や人口減少などに対する具体的な政

策や各々の商業施設の充実度をあげていくことで流

入数を増加させることが大切だと考えられる。 

また、今回の研究を通して移住を決めるポイントとして

年収はあまり関係がないということがわかった。

５．展望 

 今回は公共交通機関の量や娯楽施設の有無などの

漠然とした数値などは比較できなかったため、次回研

究する機会やこの研究が引き継がれる機会があるの

であれば、専門家の人に話を伺い、もっと様々な観点

から比較することで、今後の宮崎の発展に貢献した

い。 
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